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ここがポイント！【研究内容】

生体内部の観察に向けた
超解像顕微鏡の開発
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超解像顕微鏡は従来の光学顕微鏡の空間分解能を超えた観
察を可能とする技術であり、様々な光学的工夫を用いて開
発されています。しかし共通して、試料表層付近でしか機
能しないという課題があります。これは焦点外からの背景
光や試料の屈折率変化による収差が原因です。私は非線形
な蛍光応答による背景光の抑制や、補償光学による収差補
正を用いることで、これらの問題を解決し生体内部の観察
が可能な超解像顕微鏡の開発を行っています。
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応用分野 バイオイメージング、医療、創薬
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